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妊娠15日目のWistar Hannoverラットに癒合した三つ子胎盤が観察された。この癒合胎盤の各胎盤（PL-A、PL-

B、PL-Cとする）にはそれぞれ1胎仔ずつ胎仔が癒着していたが、その胎仔の体重はこのダムの唯一の正常胎盤（PL-

Nとする）に癒着していた胎仔の体重よりも低かった。病理組織学的には、PL-BとPL-Cでは絨毛隔壁の菲薄化と迷路
帯の母洞の拡張が観察されたが、PL-AとPL-Nでは観察されなかった。胎盤の融合点は、結合組織のない胎盤の両側
に由来する接合帯であり、隔壁は栄養膜巨細胞で構成されていた。PL-Aは単独の後房腺を有していたが、PL-BとPL-

Cは1つの後房腺を共有し、1つのらせん動脈末端が各迷路帯に向かって分岐していた。
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過誤腫は、正常組織要素が無秩序に形成された腫瘍様腫瘤である。現在までに、自然発生的な過誤腫はげっ歯類の
いくつかの臓器や組織で報告されているが、肺では報告されていない。ここで我々は、108週齢の雌のWistar 

Hannoverラットの肺にできたハマルトーマの最初の症例を報告する。肉眼的には、左肺の肋骨表面に直径7mmの白
斑が観察された。病理組織学的には、気管支に隣接する結節性病変は成熟平滑筋細胞から構成されていた。病変は
被包されず、周囲組織を圧迫することなく肺胞壁と気管支に沿って広がっていた。結節では、弾性線維が第VIII因子
関連抗原陽性の内皮細胞で裏打ちされた小さな管腔を取り囲んでいた。この構造は、小結節が動脈を模倣している
ことを示唆した。さらに、周囲組織の平滑筋細胞の増加により、細気管支と細動脈に構造異常が観察された。これ
らの特徴から、この症例は新生物というよりもむしろ組織の奇形であることが示唆され、肺の平滑筋過誤腫と診断
された。

PDF形式でダウンロード (3866K)

神経毒性を評価するためには、被験物質曝露後の病理組織学的検査の最適なタイミングを決定することが極めて重要
である。しかし、サルの中枢神経系（CNS）毒性の病理組織学的検査の最適なタイミングを定義するための理想的な
データセットを特定することに焦点を当てた研究はない。そこで本研究では、サルの中枢神経系毒性の病理組織学的
検査に最適なタイミングを選択するための指針となる予測エンドポイントを定義することを目的とした。4頭のカニ
クイザルに1-メチル-4-フェニル-1,2,3,6-テトラヒドロピリジン（MPTP）を0.6 mg/kgの用量で1週間間隔で2回静脈内
投与した。最終投与から1週間後に剖検を行った。パーキンソン病評価（PR）スコア、脳脊髄液（CSF）および血清
中のニューロフィラメント軽鎖およびグリア線維酸性蛋白濃度の経時的変化を評価し、脳の病理組織学的所見と比較
した。MPTPを投与したすべての動物のPRスコアは、ある程度の個体差はあるものの、10日目から11日目にかけて上
昇した。顕微鏡的には、すべての動物で黒質束にミクログリオーシスの有無にかかわらず、軸索の腫脹と空胞化が認
められた。しかし、実質的な神経変性所見は、剖検時にPRスコアが高かった動物でのみ観察された。剖検時のCSFバ
イオマーカー値のわずかな上昇もPRスコアの高い動物で観察された。しかし、これらの動物における顕微鏡所見との
相関はなかった。
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これらのデータは、PRスコア単独または他のCSFバイオマーカーと組み合わせた包括的な臨床観察が、毒性障害
後のサルの解剖学的中枢神経系評価を引き起こす潜在的指標としてさらに評価される可能性を示唆している。
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膵臓は、栄養学的に必須な金属である亜鉛（Zn）の恒常性維持に重要な役割を果たしている。いくつかの先行研究に
おいて、Znイオンは外分泌膵臓に炎症性変化を誘導したが、Zn錯体についてはほとんど知られていない。本研究で
は、亜鉛（II）錯体であるZinc Maltol（ZM）を4週間反復経口投与したSprague-Dawley（SD）ラットの膵臓病変を顕
微鏡的、免疫組織化学的、および超微細構造的に検討した。ZMは腺房の萎縮を誘導し、管状構造の数を増加させ
た。免疫組織化学的には、トリプシン陽性細胞数の減少、SOX9陽性細胞数の増加が認められた。間質性線維化とマ
クロファージ浸潤もまた、腺房萎縮の程度と相関していた。電子顕微鏡による評価では、顆粒を失った腺房細胞は線
維芽細胞と膠原線維に囲まれていた。結論として、我々はSDラットにおけるZM誘発膵病変の詳細な説明を行った。
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